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今後の学習指導要領改訂に関するスケジュール（現時点の進捗を元にしたイメージ）
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理科教育における成果と課題

○ 理科においては、発達の段階に応じて、子供たちが知的好奇心や探究心を持
って、自然に親しみ、目的意識をもった観察・実験を行うことが重要

→ 現行の学習指導要領においては、次のような点を改善し指導を充実

・ 知識・技能の確実な定着 ： 小・中・高等学校を通じた理科の学習内容の構造化

・ 思考力、判断力、表現力等の育成 ： 探究的な学習を充実 など

○ 国際学力調査から

・ ＰＩＳＡ２０１５、 科学的リテラシーの平均得点、引き続き上位グループ

・ ＴＩＭＳＳ２０１５、 １９９５年以降の調査において最も良好な結果

・ 上記の2つの調査結果から、理科を学ぶことに対する関心・意欲や意義・有
用性に対する認識について改善傾向

・ 一方で、諸外国と比べると肯定的な回答の割合が低い状況

○ 国内調査（全国学力・学習状況調査）から

・ 「観察・実験の結果などを整理・分析した上で、解釈・考察し、説明すること」
などに課題

○ その他

・ 高等学校において、観察・実験や探究的な活動が十分に取り入れられてお
らず、知識・理解を偏重した指導が行われているなどの指摘 2



現行学習指導要領 学習内容の構造化の図（1/2）
「エネルギー」「粒子」を柱とした学習内容の構成

小学校

中学校

高等学校

エネルギー 粒子

＊ この他に、「生命」「地球」を柱とした構造化の図 3



※ＰＩＳＡ調査：ＯＥＣＤが15歳児（我が国では高校1年生）を対象に実施

（調査実施年）

（平均得点）

• ※各リテラシーが初めて中心分野となった回（読解力は2000年、数学的リテラシーは2003年、科学的リテラシーは2006年）のＯＥＣＤ平均５００点を基準値として
、得点を換算。数学的リテラシー、科学的リテラシーは経年比較可能な調査回以降の結果を掲載。中心分野の年はマークを大きくしている。

• ※2015年調査はコンピュータ使用型調査への移行に伴い、尺度化・得点化の方法の変更等があったため、2012年と2015年の間には波線を表示している。

平均得点及び順位の推移

OECD生徒の学習到達度調査（PISA2015）の結果

○ 科学的リテラシー、読解力、数学的リテラシーの各分野において、日本は国際的に見ると引き続き、平均得点が高い上位グループに位置してい

る。一方で、前回調査と比較して、読解力の平均得点が有意に低下しているが、これについては、コンピュータ使用型調査への移行の影響などが

考えられる。

○ 今回調査の中心分野である科学的リテラシーの平均得点について、三つの科学的能力別に見ると 日本は各能力ともに国際的に上位に位置し

ている。

○ 生徒の科学に対する態度については、ＯＥＣＤ平均と比較すると肯定的な回答をした生徒の割合が依然として低いものの、例えば自分の将来に

理科の学習が役に立つと感じている生徒の割合が2006年に比べると増加するなどの改善が見られた。

（出典）文部科学省・国立教育政策研究所「OECD生徒の学習到達度調査（PISA2015）のポイント」
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● 我が国における指標値の変化

値が大きいほど、生徒が科学について知識を得
たり学ぶことを楽しんで行っていることを示す。
（項目例）
・科学の話題について学んでいるときは、たいてい楽しい
・科学についての本を読むのが好きだ

値が大きいほど、生徒が自分の将来に理科の学習
が役立つと感じていることを示す。
（項目例）

・将来自分の就きたい仕事で役に立つから、努力して理科の
科目を勉強することは大切だ

・理科の科目を勉強することは、将来の仕事の可能性を広げ
てくれるので、私にとってやりがいがある

値が大きいほど、生徒がある文脈で科学の知識を
使うことができるという自分の能力への信頼を示す。
（項目例）

・地震がひんぱんに発生する地域とそうでない地域があるの
はなぜかについて説明すること

・病気の治療で使う抗生物質にはどのような働きがあるのか
を説明すること

値が大きいほど、生徒が科学に関連する活動に
積極的に取り組んでいることを示す。
（項目例）
・科学を話題にしているインターネットを見る
・科学を話題にしているテレビ番組を見る

我が国の結果の特徴
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◆３年ぶりに実施した理科については，前回（平成24年度）調査で見られた課題「観察・実験の結果などを整理・
分析した上で，解釈・考察し，説明すること」について，課題の所在が明確になった。

理科に関する調査結果において見られた課題 ―平成27年度（2015）全国学力・学習状況調査の結果から―

○ 観察・実験の結果を整理し考察することにつ
いて，得られたデータと現象を関連付けて考察
することは相当数の児童ができているが，実験
の結果を示したグラフを基に定量的に捉えて考
察することに課題がある。

○ 予想が一致した場合に得られる結果を見通し
て実験を構想したり，実験結果を基に自分の考
えを改善したりすることに課題がある。

（出典）文部科学省・国立教育政策研究所「平成27年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）」

○ 物質を化学式で表すことは良好であるが，特
定の質量パーセント濃度における水溶液の溶質
の質量と水の質量を求めることに依然として課
題がある。

○ 「化学変化を表したグラフ」や「実験結果を
示した表」から分析して解釈し，変化を見いだ
すことは良好であるが，実験結果を数値で示し
た表から分析して解釈し，規則性を見いだすこ
とには課題がある。

○ 課題に正対した実験を計画することや考察す
ることに課題がある。

小学校 中学校

理科
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課題を踏まえた理科教育の改善の方向性

○ 課題に適切に対応できるよう、小学校、中学校、高等学校それぞれの学校段
階において、理科の学習を通じて身に付ける資質・能力の全体像を明確化

育成を目指す資質・能力

「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の三
つの柱に沿って整理

「知識及び技能」

自然の事物・現象に対する概念や原理・法則の理解、科学的探究や問題解決に
必要な観察・実験等の技能など

「思考力、判断力、表現力等」

科学的な探究能力や問題解決能力など

「学びに向かう力、間性等」

主体的に探究しようとしたり、問題解決しようとしたりする態度など

○ 資質・能力を育むために必要な学びの過程についての考え方を示す

○ 日常生活や社会との関連を重視 等
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教育課程の示し方の改善

○ 課題の把握（発見）、課題の探究（追究）、課題
の解決という探究の過程を通じた学習活動を行
い、それぞれの過程において、資質・能力が育
成されるよう指導の改善を図ることが必要

【重視すべきこと】

・ 探究の過程全体を生徒が主体的に遂行できるようにす
ることを目指す

・ 生徒が常に知的好奇心を持って身の回りの自然の事物
・現象に接するようになること

・ 得た気付きから疑問を形成し、課題として設定すること
ができるようになること

【留意事項】

・ 学習過程については、必要に応じて戻ったり、繰り返し
たりする場合があること

・ 授業においては全ての学習過程を実施するのではなく、
その一部を取り扱う場合があること

・ 対話的な学びを適宜取り入れていく際、あらかじめ自己
の考えを形成することが重要

資質・能力を育成する学びの過程についての考え方
資質・能力を育むために重視すべき
学習過程のイメージ（高等学校）

次の探究の過程

自然事象に対する気付き

仮説の設定

検証計画の立案

観察・実験の実施

結果の処理

考察・推論

課
題
の
把
握

(

発
見)

課
題
の
探
究(

追
究)

課
題
の
解
決

表現・伝達

見通し

振り返り

課題の設定
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＊ 小学校及び中学校においても、基本的には
同様の流れで学習過程を考えることが必要



学習指導要領における思考力・判断力・表現力等の育成に関わる特徴的な記述等

9

育成を目指す資質・能力 内 容 その他の記載

小学校 【第３学年】

主に差異点や共通点を基に，問
題を見いだす力を養う。

比較しながら調べる活動を通して

・・・差異点や共通点を基に，・・・についての問題を
見いだし，表現すること。

各学年で育成を目指す思考力，判断
力，表現力等については，該当学年に
おいて育成することを目指す力のうち，
主なものを示したものであり，実際の
指導に当たっては，他の学年で掲げて
いる力の育成についても十分に配慮
する。

【第４学年】

主に既習の内容や生活経験を基
に，根拠のある予想や仮説を発
想する力を養う。

関係付けながら調べる活動を通して

・・・について追究する中で，既習の内容や生活経験
を基に，・・・について，根拠のある予想や仮説を発想
し，表現すること。

【第５学年】

主に予想や仮説を基に，解決の
方法を発想する力を養う。

条件を制御しながら調べる活動を通して

・・・について追究する中で，・・・についての予想や
仮説を基に，解決の方法を発想し，表現すること。

【第６学年】

主に・・・・・・について，より妥当な
考えをつくりだす力を養う。

多面的に調べる活動を通して

・・・について追究する中で，・・・について，より妥当
な考えをつくりだし，表現すること。

中学校 【第１分野】

規則性を見いだしたり課題を解
決したりする力を養う。

【第２分野】

多様性に気付くとともに規則性を
見いだしたり課題を解決したりす
る力を養う。

【第１学年】

・・・について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験
などを行い，・・・の規則性や関係性を見いだして表現す
ること。

「知識及び技能」と「思考力，判断力，
表現力等」とを相互に関連させながら，
３年間を通じて科学的に探究するため
に必要な資質・能力の育成を目指す。

【第２学年】

・・・について，見通しをもって解決する方法を立案して観
察，実験などを行い，・・・結果を分析して解釈し，・・・の
規則性や関係性を見いだして表現すること。

【第３学年】

・・・について，見通しをもって観察，実験などを行い，・・・
結果を分析して解釈し，・・・の規則性や関係性を見いだ
して表現すること。また，探究の過程を振り返ること。



高等学校の数学・理科にわたる探究的科目のイメージ

• 基礎で身に付けた資質・能力を活用して自ら課題を
設定し、探究の過程全体を行う。

• それぞれの課題に応じた探究を行うために必要な
個別の知識や技能を主体的に身に付けさせ、より深
い探究を志向させる。

• 探究に当たっては、質を高めるため大学・企業等の
外部機関を積極的に活用する。

• 実験や分析自体の成否より、試行錯誤し、失敗のリ
スクも引き受けながら主体的にやり遂げる過程を重
視する。

• 探究の過程全体を自ら遂行するために基礎となる
資質・能力をあらかじめ身に付けておくことが必要。

• 新たな価値の創造に向けて挑戦することの意義等
について理解を深めさせることで、主体的に探究に
取り組む態度を身に付けさせることが必要。

• 研究倫理等についての基本的な理解を身に付けさ
せることが必要。

基礎の習得段階

探究の手法に
ついて学ぶ

研究倫理についての
基本的な理解のため

の学習

教員の指導のもと、実
験・観察の進め方や分
析の手法を考え、選択
した課題等の探究を
実施する

校
内
等
で
成
果
を
発
表
す
る

基礎で学んだ
ことを用いて、
自ら課題を設
定し、探究の
過程全体を実
施する。

校内・校外
において探
究の成果を
発表する。

大学・企業等
からの支援

探究を深める段階

学習過程の例

実施段階

基礎段階

「理数探究」

「理数探究基礎」

※以下の２科目で構成
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《全体として》

□ これからの時代にふさわしい資質・能力の育成

□ 主体的・対話的で深い学びの実現

□ 学校として、教育内容を効果的に編成し、実施、評価、改善
（カリキュラム・マネジメント）

□ 「次世代の学校・地域」 創生 など

《理科において 》

□ 探究的な学習の一層の充実

□ 新科目「理数探究（仮称）」の設置（高等学校） など

新学習指導要領実施に向けて
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